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ド
チ
ノ
ス
ル
ド
イ
ル

・
・
M
l
、
一
4
4
コ

イ
ル
エ
ン
ネ
ル
デ
パ

・
E
4
a
l

、

4
1
'

ポ
孟
イ
ゼ
ノ
一
ネ
ト

r

m
世
紀
7
・4
ツ
ク
ス
が

あ
ら
印
る
科
学
技
術
と
人
材
を
用
い
、
一
、

ウ
-
ヲ
一
一
コ
イ
ケ

ン
プ
リ
オ
フ
和
二
六

O
万
ド
ル
{

“
位
3

干
6

百
万
円
)
と
い
う
驚
〈
べ
き
製
作
曹
を
か

ブ
ル
オ
プ
ド
一
・
け
た

S
F

映
両
町
段
高
決
定
版
で

S
F

門
家
オ
ッ
ト
ー
ク
レ
メ
ン
ト

一
五
・

-
1
サ
/
と
ジ
ェ
イ
ル
イ
ス
ピ

r

ク
ス
ピ
ー
が
共
同
で
書
い
た
ス
ト
ー
リ
ー
に

・

チ
ク
ド
ド
サ

J
Y一
ヤ
草
き
「
『
無
!
の
街

「

カ
ル
メ
〆
」
内
ハ
リ

1
7

ラ
イ
ナ
ー
が
脚
本

ト
ス
ラ
ン
ル
一
ム
ア
ジ

f
H

」

E
L

モ
ナ
ア
ア
を
符
き
「
-
7

ト
ラ
ト
マ
f
J
パ
ラ
」
町
リ
4

辛
口
ャ
i

ド

D

選
ス

ド
ド
リ
プ
ラ
イ
ン
ャ
ー
が
円
切
出
し
た
~

.

製
作
は
「
脱
走
特
急
」
一
電
撃
フ
リ
ノ

寺
ヤ

ェ
川
ト

G

O
F

G
O

作
戦
」

町
ノ
ル
・
デ
ピ
;
が
当
っ
た
。

時
キ

ル
山
台
ー
作
担
引
は
レ
ナ
ド
ロ
ゼ
/
マ
ン
で
「
お
か
し
主
、
わ
ね
か
し
な
、

円
・

-
h

附

お
か
し
主
世
界

」
向
ア
ネ
ス
ト
ラ

イ《
ロ
が
船
影
し
た

.

フ

タ
ズ
一
大
ユ
主
演
者
は

「

脱
走

」
「
天
地
削
造

」
町

ス
チ
ー
ブ
ン
・
ボ
イ
ド
、
「
百

ク

一
将
ル
リ

山
ル
ン
挺
町
ラ
イ
フ
ル

」
「
マ
イ
ラ
」
内
-
フ
7

ウ
エ
ル
ウ
ェ
ル
チ
「
五
月
町

長

ピ
吠
ケ
-
h
ハ
ヰ
七
日
間」
の
エ
ド
モ
ン
ド
オ
プ
ラ
イ
エ
/

「
ウ
イ
ル

・
ペ
ニ
ー
」
J

4
2
1

卜
・

-
4

ト
?

H
H
ン
ラ
チ
ホ
ル
立
，
ッ
チ
レ
ス
/
殺
人
戦
列」
伺
ド
ナ
ル
ド
プ
リ

1

ゼ
ノ
ス
「
ク
レ
ー
ト

T

Z

一
師
ナ
ル
師
、
/
レ

1
3

向
ア
l

サ
l

オ
コ
ノ
ネ
ル

「
ア
ラ

司
l
t

聡
司
M
E

F

グ
コ
カ
医
ド
ビ
医
ヤ
ビ
ア
向
ロ
レ
〆
え

」
「
パ
ラ
ご
の
ア

l

サ
|
ケ

喝

'
M
AM
­

い

，

ネ
デ
ィ
、
「
誇
り
と
口
靖
」
町
ウ
ィ
リ
ア
ム
レ

J

幽

1
1

』
.

.

.

 

同

:
一
ン
り
ン
ロ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
、
町

一フ
ノ
ス
舞
台
俳
煙
ジ
ヤ
ン
・
デ

k
・
・
・

.
弓

y

ヤ

ナ
カ
イ
よ
?
ズ
ル
パ
ル
、

「

ス
パ
ル

7

総
攻
撃

」

町
川
リ
l

コ

h
-
-
-
-
­

日

ピ
ン
イ
ン
ヱ
ン
ラ
|
「
屯
撃
ワ
リ
ン
ト

G

O
F
G

O

作
戦
」
町
ン
ェ

圃

-
圃
-
-
a
胃

b
F

デ
イ
ラ
ダ
ジ
リ
ゼ
ル
ビ
グ
ラ
ン
ト
と
い
ヲ
異
色
華
華
ー
キ
ャ
ス
ト
・

v
h

一

回
・
・1
1

2

ラ
タ
と
一
一
ト

『
淘

・
・
・
『-
F

ル
フ
・
ド
ト
ト
ロ
ス

h

F
明
白
酒
咽
訟
園
町

一
一

y

ン
ス

e

キ

.
も
の
が
た
り

τ

国
間
〓

-

ソ

D

リ
ビ
メ
の
ド
一

E
E

〈
圃

E
4

・
聞

7
・

ハ
デ
レ
ニ
ア
グ

-
7
7
(

ス
チ
ー
ブ
ン
・

7

ど
を
首
既
と

園
開
可

ド
ク
ビ
ナ

圃
.
.
.
 ‘，F
し

y

す
る
ア
メ
リ
カ
特
別
情
報
部
日
的
協
力
的
下
に
、
鉄

掴
・
・
・
岡
緬E

ワ

一

。

ス
レ

f

a-
-
-
-圃R，
E

!
タ

ヤ
一
ク
町
カ
|
テ
ノ
町
向
ヲ
か
ら
逃
げ
て
来
た
チ
ェ
コ
肉
料

4
.
.
.
 ，佐

川
明
【

チ

z
卜

y

学
者
ヤ
ン
・
ベ
ネ
ン
ュ
博
士
を
師
陪
開
に
ア
メ
リ
カ

』
-
-
-
-
-
-
­

m
z

リ
ツ
ピ
へ
招
〈
と
、
そ
れ
と
知
っ
た
敵
同
町
埠
報
部
が
そ
れ

4
・
・
・
・

C
0

・

4
・
・
圃
圃
圃
・
・
・

L

を
妨
害
す
べ
〈
暗
躍
を
始
め
る
.
ベ
ネ
ン
ュ
博
士
が

・

J

a
-
-
-
-

晴

れ
特
別

H
立
て
の
飛
行
機
で
ア
ノ
リ
カ
へ
?
と
聞
も

-

4
・

E

ル
な
〈
敵
聞
の
ス
パ
イ
が
博
士
を
殺
す
た
め
に
博
士
が

m
i
l
l
-
v
I
U咽

副

作
骨
色
色
作
曜
官
乗
っ
た
卓
に
他
向
車
を
簡
吏
さ
せ
る

.
こ
町
と
き
頗
を

U

ど
く
?
っ
た

博

持
士
は
脳
の
ク
モ
膜
下
腔
出
血
を
起
こ
し
た
が
普
通
の
予
衝
で
は
助
か
ら

音
削
主
い
・
博
士
は
物
体
を
細
聞
大
に
縮
小
し
、
そ
れ
を
民
時
間
持
続
さ
せ
る

方
式
を
知
っ
て
い
る

.
だ
が
ア

メ
リ
カ
円
科
学
者
は

Aす
の
と
こ
ろ
そ
れ

を

一
時
間
し
か
持
絞
で
き
な
い

.

だ
か
ら
ニ
町
方
式
を
知
る
た
め
に
博

士
的
命
を
教
わ
ね
ば
主
ら
ぬ

.

こ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
町

C

M
D
F

(総
合

ミ
ニ
ュ
ニ
ュ
ア
統
制
軍

}
て
は
、
博
士
的
命
を
救
ヲ
置
は
.
博
士
的
脳
出

血
箇
所
を
筋
肉
内
部
か
ら
手
荷
に
よ

っ
て
除
L

す
る
以
外
に
な
い
と
い
ヲ

結
論
に
遣
し
、
医
学
史
堂
前
向
試
み
を
行

う
ニ
と
に
主
る
.

そ
れ
は
潜
行

艇
に
医
師
と
科
学
者
を
乗
せ
、
そ
れ
を
ミ
ク
ロ
大
に
縮
小
し
、
そ
れ
を
博

印
刷
士
円
顎
動
脈
に
住
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
融
専
を
博
士
町
脂
内
出
血
部

U

に
到
達
さ
せ
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
で
治
推
す
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
~
.

同

潜
行
艇
プ
ロ
テ
ウ
ス
号
に
車
る
こ
と
に
な
っ
と
町
は

C
M
D
F

附
町
脳

外
科
医
デ
ュ
パ
ル

(ア
l

サ
l

ケ
ネ
デ
ィ

)
そ
円
助
手
で
主
人
的
コ
ー

ラ

{
ラ
ク
エ
ル
ウ
ェ
ル
チ
)
楯
環
器
町
専
門
医
で
、
潜
行
艇
の
先
導
役

マ
イ
ケ
ル
博
士

(
ド
ナ
ル
ド
プ
リ
!
ゼ
〆
ス

)
潜
行
艇
を
運
転
す
る
揖

軍
所
属
向
オ
ウ
ェ
ン
ス
大
佐

(ウ
ィ
リ
ア
ム

・

レ
ノ
ド
フ
ィ

l

ル
ト
}
と

情
報
部
貝
グ
ラ
ン
ト
町
五
名
で
.
グ
ラ
ノ
ト
は
大
戦
中
フ
ロ

y

グ

マ
μ
と

し
て
活
躍
し
た
勇
士
で
ま
た
過
日
関
係
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
も
あ
る
.

と
こ
ろ
が
早
〈
も

C

M
D
F

は
‘
こ
の
五
名
町
中
町

一
人
が
秘
密
を
敵
聞

に
も
ら
し
こ
町
ロ
険
を
妨
害
し
よ
ヲ
と
企
む
者
が
い
る
と
院
む
.
蟻
疑

は
デ
ュ
パ
ル
博
士
で
あ
っ
た

.

C
M
D
F

同
総
司
令
官
は
カ

1
7
1

大
将

(
エ
ド
モ
ノ
ト
オ
プ
ラ
イ

エ
ニ
で
医
学
部
の
部
長
は
リ
ー
ド
博
士

(ア
1

サ
l

・
オ
コ

ν

ネ
ル
}

で
あ
る
.
遺
ば
れ
た
五
名
が
縮
小
室
に
置
か
れ
た
全
長

ロ
ノ
ー
ト
ル
町

潜
行
艇
に
最
り
こ
む

.

や
が
て
縮
小
さ
れ
た
潜
行
艇
プ
ロ
テ
ウ
ス
号
は
、

ア
ノ
プ
ル
に
お
さ
ま
り
置
に
縮
小
さ
れ
る
と
こ
れ
が
注
射
針
と
主
る

.

こ
れ
を
宥
謙
絹

(
ン
エ
ル
ビ

l

グ
ラ
ン
ト

)
が
ベ
ネ
ン
ュ
博
士
肉
類
動

脈
に
さ
し
こ
み
、
潜
行
艇
を
注
射
す
る

.

潜
行
艇
が
、
今
ま
で
何
者
も
且
た
こ
と
の
弘
い
血
管
内
を
潜
行
し
て
行

〈
と
.
や
が
て
思
い
も
か
け
主
か
っ
た
こ
と
が
起
る
.
血
管
円
内
庄
墜
に

は
徹
細
主
破
れ
目
が
あ
る
町
で
、
と
か
〈
艇
が
血
管
内
墜
に
衝
突
す
る
の

，

t
H
i

l
t

A

で
進
行
が
お
く
れ
勝
ち
と
主
る

.

ニ
伺
た
的
持
ち
時

・
・
・
・E
F

聞
を
セ
ー
ブ
す
る
た
め

L
U服
町
中
を
通
過
す
る
こ
と

.

.

.

.

.

.
 
，

に
な
っ
た
が
今
度
は
む
院
の
鼓
動
に
妨
げ

」η
れ
て

・
曹
司M
.
.
.
 
，

進
ま
主
〈
主
勺
た
何
で
外
部
と
連
紡
し

ベ
ネ
ン

圃
』
・
・
・
岡
‘
，
A

博
士
円
心
臓
の
蹟
動
を

ω
抄
と
め
る
こ
と
に
よ

っ

圃
・
・
・
・
・
・
・
聞
て
心
臓
内
を
通
過
し
肺
動
脈
に
入
る

.

や
が
て
浴

-
-
-
-
E・
・
・
・
行
艇
町
左
聞
の
エ
ア
タ
ン

7

町
空
白
A
が
な
〈
主
つ

園
周
・
圃
・
・
・
・
圃
た
の
で
、
グ
ラ
ノ
ト
を
頭
と
す
る
隊
日
た
ち
が
艇
外

岡
肉
付
凶
・
・
固に
出
て
、
ベ
ヰ
ン
ュ
博
士
町
飾
か
均
斬
鮮
主
空
気
を

・
圃
B
'
M
・
・
聞

と
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
こ
的
作
車
中
グ
ラ

μ

-
-
v同
皿
・
・
・
司
ト
と
艇
と
を
つ
主

f

命
町
綱
が
外
れ
る
と
い
ヲ
奇
怪

剛
凶
凶
凶
胴
酪
圃
司
主
事
位
が
起
る

.

こ
れ
は
明
』
り
か
に
敵
側
に
内
通
す

h
・
・
・
・
圃1

る
者
向
仕
草
に
遣
い
弘
か

っ
た
.
こ
町

聞
に
銭
り
向

U
阻
咽
・
・
・
司

持
時
間
は

担
分
と
な
る

.

そ
の
憧
‘
潜
行
艇
は
近
道

.

.
 ・1

を
す
る
た
め
に
リ
ン
パ
節
内
を
通
過
す
る
こ
と
に

圃
圃
，M

4

っ
た
が
‘
こ
の
と
き
隊
日
た
ち
は
バ

7

テ
リ
ア
と

E
・
岡
，

一
喝

抗
体
と
肉
離
し
い
凶
い
を
眼
の
あ
た
り
に
目
撃
す
る

.

酒
咽
司

艇
は
、
こ
町
闘
争
を
避
け
る
た
め
に
内
耳
に
入
る
と

艇
の
進
行
が
リ
ン
パ
組
織
的
中
に
浮
動
す
る
海
草
町
よ
ヲ
な
網
状

7
7

イ

パ
!
に
匝
ま
れ
る
.
そ
こ
で
グ
ラ
ン
ト
と
コ
ラ
と
マ
イ
ケ
ル
が
艇
外
に

出
て
必
死
と
立
っ
て
艇
に
か
ら
み
つ
い
た
網
技
フ

ァ
イ
パ
歩
除
去
す

る
.
や
が
て
コ

1
2

フ
は
聴
覚
フ
ァ
イ
バ
ー
組
紘
に
か
句
み
つ
か
れ
身
動
き

で
き
な
く
な
り
.
危
険
に
陥
る

e

そ
れ
多
見
た
グ
ラ
ン
ト
は
身
を
挺
し
て

世
立
多
救
い
出
す

.
ニ
町
聞
に
デ

ュ
パ
ル
は
‘

こ
わ
れ
た
レ
ザ

l

鈍

を
グ
ラ
ン
ト
的
ラ
ジ
オ
町
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
と
ワ
イ
ヤ
ー
を
健
用
し
て
修

理
す
る

.

レ
ー
ザ
ー
が
聞
え
主
い
と
ベ
ネ
ン

A

博
士
的
脳
手
術
が
不
可
能

と
主
る
か
ら
で
あ
っ
た

.

こ
の
た
め
艇
と

C

M
D
F

の
司
令
熔
と
同
連
絡

が
て
き
主
〈
む
る
.
や
が
て
艇
が
脳
に
入
る
と
、
持
時
聞
は
余
す
と
ニ
ろ

6

分
と
も
る
.
グ
ラ
ン
ト
は
デ
ュ
パ
ル
が
修
理
し
た
レ
ー
ザ
ー
銃
を
持
っ

て
ベ
ネ
ン
ュ
博
士
町
出
血
箇
所
に
近
づ
き
治
醸
し
よ
一
ヲ
と
す
る
と
喪
加
、

何
者
か
の
妨
害
が
入
る

.
グ
ラ
ノ
ト
が
辛
ヲ
じ
て

脇
町
泊
鞭
を
終
え
た
ト

タ
〆
に
持
時
聞
が
切
れ
‘
艇
は
抗
体
に
破
壇
さ
れ
絶
体
絶
命
と
主
っ
た
が


